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連結業務純益

ETF関係損益等

顧客部門

市場部門

経費（除く臨時処理分等）

親会社株主純利益

グループ合算

2行合算

本資料には、事業戦略及び数値目標等の将来の見通しに関する記述が含まれております。こうした記述は、本資料の作成時点において、入手可能な情報並

びに将来の不確実な要因に係る仮定に基づく当社の認識を反映したものであり、将来実現する保証はなく、実際の結果と大きく異なる可能性があります。

当社の財政状態及び経営成績や投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項については、決算短信、有価証券報告書、統合報告書、

Form 20-F等、当社が公表いたしました各種資料のうち最新のものをご参照ください。

： 連結粗利益－経費（除く臨時処理分）+持分法による投資損益等連結調整

： ETF関係損益（2行合算）+営業有価証券等損益（SC連結）

： RBC、CIC、GCC、AMCの速報値合計

： GMCの速報値

： 経費（除く臨時処理分）－のれん等償却

： 親会社株主に帰属する四半期純利益

： BK、TB、SC、及び主要子会社等の合算 （管理会計）

： BK単体+TB単体 （財務会計）

為替レート組織の略称

計数の定義

 管理会計（計画レート）

計画レート

USD/JPY 127.00

EUR/JPY 140.97

 財務会計（期末TTM）FG ：みずほフィナンシャルグループ RBC ：リテール・事業法人カンパニー

BK ：みずほ銀行 CIC ：大企業・金融・公共法人カンパニー

TB ：みずほ信託銀行 GCC ：グローバルコーポレートカンパニー

SC ：みずほ証券 GMC：グローバルマーケッツカンパニー

AMC：アセットマネジメントカンパニー

21/12末 22/3末 22/12末

USD/JPY 115.02 122.41 132.70

EUR/JPY 130.52 136.77 141.44
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 連結業務純益 + ETF関係損益等 ：

外部環境悪化を受け市場部門が苦戦も、顧客部門は堅調に推移

年度計画 8,600億円に対して79％の進捗

 親会社株主純利益 ：

政策保有株式の売却益や退職給付信託返還益の上振れ等により、

年度計画 5,400億円の水準に到達

なお、不透明な事業環境を踏まえ、通期計画は据置き

22年度
3Q累計

前年同期比

連結粗利益 ＋ ETF関係損益等 17,494 +502

経費（ 除く臨時処理分等 ） △10,796 △503

連結業務純益 ＋ ETF関係損益等 6,818 △26

うち顧客部門 5,353 +168

うち市場部門 1,471 △417

（ 連結業務純益 ） 6,762 △44

与信関係費用 △653 +825

株式等関係損益 － ETF関係損益等 419 +755

経常利益 6,581 +1,604

特別損益 318 △256

親会社株主純利益 5,432 +646

決算の概要

*2

*2

22年度
3Q累計

前年同期比

みずほ銀行（連結） 4,703 +1,798

みずほ信託銀行（連結） 220 △103

みずほ証券（連結） 164 △361

アセットマネジメントOne 108 △15

*4

*1

*1

*1

*1: ETF関係損益等55億円（前年同期比+18億円） *2: 前年同期の計数を22年度管理会計ルールに組み替えて算出 *3: うち、退職給付信託返還益412億円（前年同期比△250億円）
*4: 米国みずほ証券の四半期純利益158億円（前年同期比△71億円）を含む

*3

（億円）

主要グループ会社の四半期純利益
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カンパニー別業績

業務粗利益 経費
（除く臨時処理分等）

業務純益 四半期純利益

22年度
3Q累計

前年同期比
22年度
3Q累計

前年同期比
22年度
3Q累計

前年同期比
22年度
3Q累計

前年同期比

リテール・事業法人 5,031 △168 △4,540 +131 447 △133 69 △455

大企業・金融・公共法人 3,493 △25 △1,458 +46 2,091 +38 2,242 +1,317

グローバルコーポレート 4,868 +412 △2,313 △137 2,716 +312 1,599 △114

グローバルマーケッツ 3,355 △228 △1,879 △189 1,471 △417 987 △269

アセットマネジメント 414 △26 △263 △13 98 △49 32 △35

カンパニー合計 17,161 △35 △10,453 △162 6,824 △249 4,929 +444

FG連結 17,494 +502 △10,796 △503 6,818 △26 5,432 +646

*1 

*2 *2

*1 

*2

*1 

グループ合算、速報値

*2

（億円）

*1: グローバルマーケッツには2行合算のETF関係損益を含む。FG連結には2行合算のETF関係損益、SC連結の営業有価証券等損益を含む *2: 前年同期の計数を22年度管理会計ルールに組み替えて算出
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貸出金の内訳（末残）
*1 *2

貸出に対する
預金の割合

75% 74% 76% 77% 76%

3,118 
2,770 2,819 2,958 3,054 

2,338 2,053 2,130 2,269 2,327 

20/3末 21/3末 22/3末 22/9末 22/12末

B/Sの概要

貸出金

91兆円 (+6.4兆円)

35兆円 (△8.9兆円)

有価証券

預金・譲渡性預金

162兆円 (+6.7兆円) 

その他

純資産

9兆円 (△0.1兆円)124兆円 (+17.2兆円)

80兆円 (+8.1兆円)

その他

CIC

RBC法人

RBC個人

GCC

国内

（兆円）

（億ドル）

貸出金

顧客預金

外貨預貸構造（末残）

*4

日本国債 15.6兆円 (△10.0兆円)

外国債券 10.8兆円 (＋0.9兆円)

日本株式 3.0兆円 (△0.2兆円)

総資産 251兆円 (+14.7兆円)

連結貸借対照表 ( ) 内は22/3末比

BK、管理会計

BK＋TB、管理会計

*4

*3

*2 *3

*1: グループ内貸出金を除く、国内は政府等向け貸出金を除く *2: 22年度管理会計ルール（20/3末～22/3末は遡及修正）
*3: BK（含む中国・米国・オランダ・インドネシア・マレーシア・ロシア・ブラジル・メキシコ現地法人） *4: 国内を含む

28.0 30.4 29.6 30.0 30.2

15.6 16.0 15.8 15.9 16.1

9.5 9.1 8.8 8.6 8.5

33.6 30.5 31.4 34.0 35.1

86.8 85.9 85.5 88.5 89.9

20/3末 21/3末 22/3末 22/9末 22/12末
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0.78% 0.77% 
0.73% 0.75% 0.75% 0.74% 0.77% 0.76%

0.78% 0.76%
0.72% 0.74% 0.75% 0.74% 0.77 % 0.75%

0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

19/上 19/下 20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/3Q

貸出金利回･･･ a

預貸金利回差･･･ a - b

預金利回 ･･･ b

0.57%
0.55%

0.54%
0.56%

0.57%
0.59% 0.59%

0.60%

0.50% 0.50% 0.50%

0.53%
0.54%

0.52%0.53% 0.53%

19/上 19/下 20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/3Q

RBC法人

CIC

26.7 27.3
30.9 30.7 30.2 29.6 30.0 30.1

15.2 15.6

16.2 16.3 15.9 15.9 15.9 16.0

9.8 9.6

9.4 9.2 9.0 8.8 8.7 8.5

51.9 52.5

56.6 56.2 55.1 54.4 54.6 54.6

19/上 19/下 20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/3Q

末残 52.3 53.3 56.5 55.4 54.2 54.1 54.5 54.9

国内貸出金

貸出金スプレッド

国内貸出金（平残） BK＋TB、管理会計 預貸金利回差

BK＋TB、管理会計

+0.0

*2

2行合算

*1

（兆円）

RBC法人

CIC

RBC個人

*1

+0.2

*1: 22年度管理会計ルール（19/上～21/下は遡及修正）、グループ内貸出金・政府等向け貸出金を除く *2: 金融機関（FGを含む）・政府等向け貸出金を除く、国内業務部門

21/3Q
54.4

22/3Q

22/3Q

22/3Q
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2.84%
2.44%

1.55% 1.30% 1.26% 1.31%

2.36%

4.52%

0.93% 0.92%
1.03%1.07%1.14%1.17% 1.15% 1.32%

1.91%
1.51%

0.51%
0.22% 0.11% 0.14%

1.21%

3.19%

19/上 19/下 20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/3Q

貸出金利回･･･ a

預貸金利回差･･･ a - b

預金利回 ･･･ b

1,091 1,120 1,163 1,102 1,046 1,042 1,081 1,083 

762 804 
960 

853 
844 875 

913 
1,055 

497 
540 

609 

552 
512 523 

583 

598 2,350 
2,463 

2,732 

2,507 
2,402 2,440 

2,577 

2,737 

19/上 19/下 20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/3Q22/3Q

*1 *2

海外貸出金

貸出金スプレッド

預貸金利回差海外貸出金（平残）

BK、管理会計

BK、国際業務部門

*1 *2

EMEA

米州

アジア

BK、管理会計

*1: 22年度管理会計ルール（19/上～21/下は遡及修正）、グループ内貸出金を除く *2: BK（含む中国・米国・オランダ・インドネシア・マレーシア・ロシア・ブラジル・メキシコ現地法人）

末残 2,393 2,640 2,611 2,399 2,401 2,472 2,677 2,757

（億ドル）

+160

+318

0.83% 0.84%

0.91%

1.02%

1.06%

1.10%

1.03%
1.00%

19/上 19/下 20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/3Q

21/3Q
2,419

22/3Q

22/3Q
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332 394 391 
371 444 418 

2,155 
2,363 2,420 

2,050 
2,056 1,747 

2,770 

3,212 

2,918 

7,679 

8,469 

7,895 

20/3Q迄 21/3Q迄 22/3Q迄

44.5 47.3 44.6 

5.48 5.53 5.42 

20/12末 21/12末 22/12末

SC

2行合算

投資運用商品

非金利収支

非金利収支（顧客部門）

IBビジネス：

与信関連手数料：

外為・デリバティブ他：

GCC地域別内訳

GCC

その他

グループ合算、速報値

（）内は前年同期比

個人運用*2：

ソリューション*3：

決済・外為：

その他：

ソリューション*3：

決済・外為：

その他：

参考

（億円）

AMC

CIC

RBC

参考

販売額（兆円）

EMEA

米州

アジア

20/3Q 21/3Q 22/3Q

2行合算
保険 0.12 0.16 0.36

投信 0.31 0.37 0.23

SC

株式投信 1.07 1.12 0.55

国内債券 0.32 0.56 0.60

外国債券 0.54 0.76 0.56

ファンドラップ 0.01 0.19 0.07

預かり資産残高

*5

△574

IBビジネス：

与信関連手数料：

外為・デリバティブ他：

外為・デリバティブ他：

与信関連手数料：

*1: 22年度計画レートの適用、管理対象範囲の拡大・精緻化により、過年度計数を遡及修正。変更前の計数は、20/3Q迄 : 7,357億円、21/3Q迄 : 8,094億円 *2: BK投信・保険+SC個人セグメント、PBセグメント
*3: 投資銀行業務関連手数料、不動産仲介手数料を含む *4: SCはリテール事業法人部門 *5: 保険、投資信託（除くMMF）、外貨預金の合計値

（△209）

（+69）

（+85）

（+68）

（+82）

878

709 

711

621

（△231）

（+13）

（△91）

（△263）

（+135）

（+185）

（△337）

（△41）

（+49）

（+35）

853

501

393

227

1,404

790

181

778

159

551 

320 

*1

（億円）

*4

746 840 873

1,025
1,172 1,117

384
351 430

2,155 
2,363 2,420 

20/3Q迄 21/3Q迄 22/3Q迄
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0

0.5

1

1.5

不良債権比率

△1,326

△2,075

△515

△723

△276

△137

20年度 21年度 22/3Q迄

与信関係費用比率

0.84

1.12
1.04 1.02

0.89%

1.15%
0.97％ 0.97％

21/3末 22/3末 22/9末 22/12末

不良債権比率

アセットクオリティ

与信関係費用 連結

*1

銀行法及び再生法に基づく債権 連結

*4 *5

（兆円）

過年度推移参考過年度推移参考

*1 *3

09/3末

（%）

*3
2,000

0

△2,000

△4,000

△5,367
<△68bps>

08年度

（bps）（億円） （兆円）

20

0

△20

△40

2.0

1.0

0.0

*2

< >内は与信関係費用比率

*1: 与信関係費用 / 期末総与信残高(信託勘定を含む) *2: 管理会計。為替影響は含まず *3: 13年度以前は銀行単体合算の期末総与信残高を使用して算出 *4: 信託勘定を含む
*5: 21/3末以前は金融再生法開示債権

（億円）

△2,049
<△21bps>

△2,351
<△24bps>

△653
<△6bps>

FL対応
引当金末残

1,115 817 560

フォワード・ルッキング
対応分

22年度計画
△1,000

22/3末22年度計画

カンパニー別

RBC : 

CIC  : 

GCC : 

△232
74

△336

要管理債権

危険債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

22/12末

*3
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19,629 

14,198 

10,653 10,468 10,320 

120
60

15/3末 19/3末 22/3末 22/9末 22/12末

3.6 3.1 3.5 3.2

8.3
5.7 7.3 6.8

21/3末 22/3末 22/9末 22/12末

7.6 7.6
4.4 3.8

13.2
17.4

12.6 10.9

21/3末 22/3末 22/9末 22/12末21/3末 22/3末 22/9末 22/12末

その他有価証券評価差額

繰延ヘッジ損益

15,724

10,890

6,22115,707

9,627

1,262

16

2,756

3,465

有価証券ポートフォリオ

債券残高その他有価証券評価差額

株式残高 連結、取得原価

（億円）

*1 *2 *2

*2

19/3末～24/3末迄
売却目標 △4,500億円

（億円）

（兆円）

2行合算、取得原価

1.1 1.2 0.9 1.0 2.5 1.6        0.5         0.5

日本国債 外国債券

連結

（兆円）

12.0

8.9
10.1

その他

*5米国債

平均残存期間（年)

*1: 純資産直入処理対象分、組合出資分を除く *2: その他有価証券で時価のあるもの *3: 株式含み益の固定化を目的とするヘッジ取引分 *4: 内部管理ベース。ヘッジ考慮後、除く満期保有目的債券。ヘッジ考慮前は、日本国債
21/3末:1.1年、22/3末:1.2年、22/9末:1.3年、22/12末:1.4年、 同外国債券は、21/3末:2.6年、22/3末:2.9年、22/9末:2.5年、22/12末:2.7年 *5: 米国債・GSE債 *6: 22年度累計の売却△315億円
*7: うち減損△458億円

*4

株式 16,657 14,724 13,696 14,013

債券 △449 △521 △546 △1,062

うち国債 △317 △305 △289 △584

繰延ヘッジ勘案後 △317 △305 △332 △484

外国債券 △330 △4,142 △10,817 △9,164

繰延ヘッジ勘案後 △270 △2,789 △6,062 △5,599

その他 △170 △432 △1,243 △1,030

ベアファンド △1,554 △298 △97 △15

投資信託等 1,384 △134 △1,145 △1,014

＜参考＞

株式・ベアファンド 合算 15,103 14,426 13,598 13,998

売却のみ△3,474
*6

売却応諾取得額
△570

*7
△3,877

20.9
25.1

14.7
5,670

4,580

1,089

17.1
10.9

中長期債

短期国債

退職給付信託返還分

7（一時的な増加）

*3

*3
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（ご参考）円金利上昇による財務影響概算

貸出金

55 兆円

市場性運用

65 兆円

その他

4 兆円

預金

115 兆円

その他

9 兆円

うち流動性
約75％

市場連動：

固定：

プライム貸出等：

⁃預貸金収支の改善

収益増加

収益増加

⁃再運用利回り改善

⁃マイナス金利運用解消

⁃評価損益は悪化想定

約60％

約20％

約20%

円貨B/S （22/12末）

*1： BK、内部管理ベース *2： 日銀当預を含む

15.6 兆円日本国債：

 日銀の金融政策変更による影響を概算

ー 預貸金収支：

ー 市場性運用：

+200億円

+150億円

想定P/L影響は、年間 +350億円程度

< 試算前提 >

政策金利 0.00％ （+0.10％）

5年国債 0.30％ （+0.08％）

10年国債 0.50％ （+0.09％）

日銀当預の基礎残高利息 0.10％ （不変）

（22/12末比）

*1

*2
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